
 
 
 
 
 
 
 
 
      
日々の学びを深める「表現の場へ」 新しい学習発表会 

学習発表会担当 中 島 知 子  
 

秋の深まりとともに、子供たちの活動も一段と熱を帯びてきました。 
長年、学年ごとに劇や器楽など大まかな発表形式が決まっていた学習発表会が、新しい

形を目指して今年で２年目を迎えます。私たち教職員は、本校の学校経営の方針【人とか
かわり、つながり、自己発揮できる力を育む学校】を念頭に、運動会と同様、「学習の成果
を第一とした新しい学習発表会」を子供たちとともに創り上げてきました。 

 

今年の学習発表会は、「児童の日常における学習の中から、児童が表現したいことを発表
する」という目標のもと、４月からの教科や活動で学んだことを、子供たち自身が「伝え
たい」「表現したい」と感じる発表形式に再構成し、練習を重ねてきました。 

紙面ですべての学年の様子をお伝えできないのは残念ですが、その一端をご紹介します。 
ある学年では、福祉について学び、「人とのつながり」をテーマに学習を深めました。目

の不自由な方を学校にお招きしてお話を聞いたり、そこから体の不自由な方のスポーツを
調べようというグループができ、インターネットで調べたり、校内のボッチャ用具を試し
たりと、「私はこれを調べるから、あなたはあれを…。」と主体的に役割を分担し、試行錯
誤を重ねる様子が見られました。 

また、音楽で学んだ曲を、外国語活動で習った「I can play the〜.」と組み合わせて演
奏に臨むなど、教科を横断した内容を工夫する学年もありました。さらに、地域学習（キ
ウシト湿原、登別温泉、市内工場などの見学）で得た経験を活かし、クラス討議を経て発
表内容を決定した学年もあります。 

これらの活動は、普段の学級会で培った話合いの力を生かし、学びの連続の過程で創り
上げたものと言えます。 

 

各学年の発表を通して、子供たちは多くの葛藤を乗り越える経験をしています。 
例えば、合奏の楽器や劇のセリフを決める際のオーディション。自分の「やりたかった」

役割ができず、思い通りにならなかった子供もいます。また、学級でひとつのテーマに取
り組む中で、当初の自分の意見とは少し違う方向性になった子供もいます。それを乗り越
え、集団としてひとつのものを創り上げる意識を大切に、努力を重ねてきました。 

これらは、従来の活動でも大切にしてきたことですが、今年度の学習発表会が目指す「集
団として一つのものを創りあげる意識」や「自主的に行動する態度」を養う上で、特に深
く意識して取り組んでいます。自分の気持ちを調整し、他者と協調する力を養う貴重な経
験であり、まさしく「自己調整力」を高めるプロセスです。このような葛藤を乗り越え、
自分の力を最大限に発揮できた経験こそ、子供たちの将来の学びを支える揺るぎない土台
になると私たちは信じています。 

 
当日ご覧いただくのは、日々の学習の中で培った「表現したい」という想いと、集団で

ひとつのものを創り上げる中で育んだ「協調性」や「自己調整力」の集大成です。この発
表会が、子供たちにとって学びを未来へ繋ぐ貴重なステップとなるよう、温かい眼差しで
一人一人の精一杯の姿をご覧いただければ幸いです。 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
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ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 



 

 

 

 

 
 

１０月の行事 
    

  
 

 

   

 
   

 
 

 

   

    

    

    

    

    

    


